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　3月（旧暦）は「トエンタンネ チュプ＝日照時間が長くなり始める月」とも呼
ばれたことが伝わっています。千歳地方は雪がとても少ない冬でしたが、この
まま終わってしまうのでしょうか？
 
　2月末でしたが春本番のような陽光
の日に、千歳市の東に位置する駒里
小中学校の皆さんにアイヌ語地名に
ついてお話しする機会がありました。
　当コラムでは2022年の4月に既に
ご紹介しましたが、この辺りが駒里と
呼ばれるようになったのはそんなに昔ではなく、1952年に駒里小学校と改称
されるまでは、「阿宇佐里」小学校というのが正式な学校名でした。その頃まで

この辺りはアイヌ語で「アウサリ」と呼
ばれていました。
 
　駒里小中学校の西側を流れる直線
化された川は、現在は「遠浅川」の上
流という位置づけですが、昔はアウサリ
川と呼ばれていました。アウサリの意味
は、「（川の）内に入るヨシ原」ですので、

広大な湿原の風景が目に浮かんで来ま
す。
　東側を流れる小川はホカンカニ川で
す。ホカンカニの原語は「ポ カンカン 
イ」。「カンカン」とは動物の小腸ですか
ら、沼地のヨシ原の中を小腸のようにく
ねくねと曲がり流れる姿そのものです。
　これらの川を伝い、丸木舟で行き来
して、漁をしたり水鳥を獲ったり、チセ（アイヌ民族の伝統家屋）の材料となる
ヨシも簡単にたくさん刈ることができたことでしょう。
 
　駒里の子ども達が一段と目を輝かせたのはタンチョウ（鶴）の写真です。広
い湿原だったアウサリには昔はタンチョウも暮らしていたはずです。川の流れ
を直線化し排水して、現在のような広大な農地を創り出し、農耕馬が元気に駆
け回る里「駒里」になりましたが、タンチョウは姿を消してしまいました。
　しかし近年、千歳川の遊水地ができ、タンチョウが還って来て、この辺りに
も採餌に飛来するようになりました。
　タンチョウのアイヌ語名はサルルン カムイ。「サル」はヨシ原・湿原の意味で
す。湿原のカムイ。アウサリの「サリ」と共通する詞です。
 
　未来を担う子どもたちには、大地の記憶を留めるアイヌ語地名とともに、ふ
るさと駒里を大切にしてほしいと願い、小さな学校を後にしました。

カケスさんの自然散歩
by 中原〝カケス”直彦（しこつ湖自然体験クラブ＊トゥレップ 理事）

第177回

アウサリ、ヨシの原

馬頭観音さまには石の駒馬頭観音さまには石の駒

旧アウサリ川は雪の下旧アウサリ川は雪の下

駒里神社と学校駒里神社と学校

●プロフィール　カケスさん
中 原 直 彦　（社）日本自然保護協会の自然観察指導員。市民団体「しこつ湖自然体験クラブ＊
トゥレップ」を2003年に設立。(財)アイヌ民族文化財団・活動アドバイザー。小学校非常勤講師、
専門は環境学習。音楽活動ではブルーグラス・バンドを主宰。2009年8月より当コラムを執筆。
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親子での体験大歓迎連絡もLINEでかんたん週1からでOKあなたのペースで

【募集要項】
時　間▶10:00～15:00
仕　事▶アパート共用部清掃、お米販売
工　賃▶500円/時
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